
文
化
芸
術
立
国
の
要
と
な
る
国
立
美
術
館
、
国
立
文
化
財
機
構
の
機
能
強
化
の

た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
決
議

現
在
、
政
府
等
に
お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
の
制
度
や
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
議
論

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
国
立
美
術
館
と
国
立
文
化
財
機
構
を
統
合
す
べ
き
と
の
議
論
も
で

て
き
て
い
る
。
本
調
査
会
と
し
て
は
、
国
立
美
術
館
と
国
立
文
化
財
機
構
が
、
改
革
の
名

の
下
に
、
本
来
果
た
す
べ
き
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き

な
い
状
況
に
陥
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

こ
の
た
め
、
次
の
事
項
の
実
現
を
政
府
等
関
係
者
に
強
く
要
請
す
る
。

一
．
国
立
美
術
館
と
国
立
文
化
財
機
構
は
統
合
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
の
組
織
を
拡
充

す
る

統
合
反
対
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
。

（
一
）
使
命
の
違
い･

･
･

根
源
的
に
異
な
る
文
化
政
策
の
違
い

役
割
と
使
命
の
異
な
る
組
織
の
統
合
は
文
化
政
策
上
、
好
ま
し
く
な
い
。

美
術
館
：
：
：
自
由
な
発
想
を
尊
重
し
、
未
来
へ
の
創
造
と
発
展
を
旨
と
し
て
感
性

を
育
む
場
で
あ
る
。

文
化
財
機
構
：
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
国
宝
等
の
文
化
財
を
守
る
。
日
本
の
歴

史
や
伝
統
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
学
ぶ
場
で
あ
る
。

（
二
）
も
は
や
統
合
に
よ
る
合
理
化
の
余
地
が
な
い

こ
れ
ま
で
積
極
的
に
行
政
行
革
を
進
め
た
結
果
、
人
員
や
予
算
を
削
減
し
、
最
小
限

の
組
織
及
び
配
員
の
実
現
を
図
っ
て
き
た
。

本
部
事
務
局
は
現
場
の
美
術
館
等
に
お
き
、
職
員
を
兼
務
さ
せ
て
お
り
、
例
え
ば
、

美
術
館
の
理
事
長
は
国
立
西
洋
美
術
館
館
長
と
兼
務
、
文
化
財
機
構
の
理
事
長
は
京
都

国
立
博
物
館
館
長
と
兼
務
で
あ
る
等
の
合
理
化
を
行
っ
た
結
果
、
物
理
的
に
も
削
減
の

余
地
は
な
く
、
い
ま
や
現
場
の
疲
弊
は
限
界
と
も
い
え
る
状
態
で
あ
る
。

ま
た
、
東
京
か
ら
九
州
ま
で
点
在
す
る
多
様
な
十
二
の
専
門
施
設
（
五
美
術
館
、
四

博
物
館
、
二
文
化
財
研
究
所
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
無
形
文
化
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を
統

合
す
る
こ
と
は
地
理
的
に
も
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
低
限
の
人
員
配
置
の
結
果
、

統
合
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。



（
三
）
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
視
点･

･･

「
国
の
顔
」
と
し
て
、
文
化
を
代
表
す
る
複
数
の

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
重
要

日
本
の
文
化
発
信
力
強
化
の
観
点
か
ら
、
美
術
館
と
文
化
財
機
構
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

リ
ー
ダ
ー
の
下
で
、
世
界
に
伍
し
て
日
本
の
文
化
の
魅
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
戦
略
的

に
発
揮
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
諸
外
国
と
の
比
較

に
お
い
て
美
術
館
や
文
化
財
機
構
の
予
算
や
人
員
等
の
規
模
は
小
さ
く
、
抜
本
的
な
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

韓
国
や
中
国
は
文
化
に
よ
る
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
や
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
重
視
し
、
国
を
挙

げ
て
美
術
館
や
博
物
館
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
は
後
塵
を

拝
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

「
国
の
顔
」
と
し
て
世
界
に
誇
る
に
ふ
さ
わ
し
い
美
術
館
や
文
化
財
機
構
と
な
る
た

め
に
は
、(

ⅰ)

現
場
の
専
門
性
を
深
く
理
解
す
る
リ
ー
ダ
ー
が
法
人
の
長
と
し
て
、
各

館
の
ア
イ
デ
ア
や
取
組
を
応
援
で
き
る
仕
組
み
、(

ⅱ)

法
人
の
長
と
し
て
迅
速
に
判
断

し
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
し
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
の
魅
力
で
あ
る
文
化
の
多
様
性
と
個
性
を
存
分
に
発
揮
す
る
た
め
、
諸

外
国
に
対
し
て
は
各
分
野
を
代
表
す
る
複
数
の
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
、
現
代
ア
ー
ト
な

ど
の
美
術
分
野
や
日
本
の
優
れ
た
文
化
財
保
存
修
復
技
術
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
発

信
す
る
こ
と
が
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
を
推
進
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
文
化
大
国
日
本

の
強
み
と
な
る
。

二
．
法
人
自
ら
が
努
力
し
て
得
た
利
益
を
事
業
の
充
実
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

文
化
法
人
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
法
人
の
活
動
の
一
層
の
充
実
と
と
も
に

国
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
「
独
立
行
政
法
人
の
経
営
努
力

認
定
に
つ
い
て
」
を
文
化
法
人
の
特
性
に
応
じ
た
基
準
と
な
る
よ
う
見
直
す
な
ど
、
法

人
自
ら
が
努
力
し
て
得
た
利
益
に
つ
い
て
、
法
人
自
ら
が
活
用
で
き
る
仕
組
み
と
す
る

こ
と
。

右
決
議
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会

文
化
伝
統
調
査
会



国
立
の
美
術
館
・
博
物
館
・
劇
場
の
機
能
強
化
に
関
す
る
提
言
（
抄
）

（
平
成
二
十
五
年
五
月
十
七
日

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会

文
化
伝
統
調
査
会
）

三
．
法
人
の
努
力
に
よ
り
獲
得
し
た
利
益
の
活
用

○

独
立
行
政
法
人
で
は
、
法
人
自
ら
の
努
力
に
よ
り
得
た
利
益
に
つ
い
て
、
法
人
の
経

営
努
力
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
法
人
の
利
益
と
し
て
法
人
が
活
用
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
文
化
法
人
が
工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
利
益
を
得
て
も
、

そ
れ
が
経
営
努
力
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

文
化
法
人
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
法
人
の
活
動
の
一
層
の
充
実
と
と
も
に
、

国
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
「
独
立
行
政
法
人
の
経
営
努
力

認
定
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
総
務
省
行
政
管
理
局
）
を
文
化
法
人

の
特
性
に
応
じ
た
基
準
と
な
る
よ
う
見
直
す
な
ど
、
法
人
自
ら
が
努
力
し
て
得
た
利
益

に
つ
い
て
、
法
人
自
ら
が
活
用
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
。

○

国
立
の
美
術
館
の
「
顔
」
と
な
る
貴
重
で
高
額
な
美
術
品
の
購
入
や
文
化
財
の
緊
急

的
な
修
理
等
に
機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
常
時
使
用
可
能
な
相
当
額
の
資
金
を

確
保
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

高
額
な
美
術
品
の
購
入
や
文
化
財
の
修
理
等
に
充
て
る
た
め
の
資
金
に
つ
い
て
、
次

期
中
期
目
標
期
間
へ
の
繰
越
し
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
「
次
期
中
期
目
標

期
間
へ
の
積
立
金
の
繰
越
し
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
八
年
六
月
二
十
二
日
総
務
省
行
政

管
理
局
（
独
立
行
政
法
人
総
括
）
）
を
文
化
法
人
の
特
性
に
応
じ
た
基
準
と
な
る
よ
う

見
直
す
な
ど
、
次
期
中
期
目
標
期
間
へ
の
繰
越
し
を
柔
軟
に
認
め
る
仕
組
み
と
す
る
こ

と
。

別

添




